
子どもの虐待とは保護者がその子どもに対して行つた 0身体的虐待 ②性的膚持 つネグレクト 0心理的虐待
の4つのl■為を言います.(P3参照)Oと 0は歯.lと関係力探 く 特にデンタルネグレクトの発見は 虐肯を早い
卿 皆で防いていくうえて肇 です。(P9参照)

基本的な生活習慣を身につける時期て, ■
診の機会も多くなり むし出や食習慣からネ
クレクト等に注意が必要です

3歳～6歳児 輛硝所。幼稽園鬱 、議 け

子どもに関する事項の確認 l・育所 埼輩国首科健診の場合さ担任の先生に確認する

ここまでで「おや、何かおかしいな」という項目があれば
次の診査項ロヘ進んて下さい
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区 分 確認ポイント 注意するポィント

報 顧

発育状況

母子健躍手帳

運動発達

靖精発達

家族構成 出生 1碩位
生活R碗

卜菫 身長の発肯状況

妊娠■ 己生後のよ況

正常な運動発達

精神

'違
をしているか

0子ともの苺育環l●に,意

Oデ婚 離邊 母規
〇婆診 予防接種等

の年F 既′i[ 経済求況
の履[ 出産時の体重

0極鋼な身体発育●・ 良
^ク
レクトつ可能性

ネクレクトの ]■生
●運動発達のWれ
OIIII発 達の遅れ

生活冒仮 一るな

無

と

有

ク

の

ス

慣

り

習

〓

属

う

■
一

0生活リズム (と床 就理 食事やおやつの時l・l)
0生活習慣 (食事の内容や食^方 砂楢を含むおやつや飲み勁の盪取
卒乳 1南乳極の使詢 白店き 仕上げ礁きの習慣
フッ化物配含商店剤の使用 大ヽ況)              ネグレク ιヽttiヨ

`
子育て状況

心藝 の有無

保育, 幼稚
回での様子

青児の負担感

育児不安

Ol.惨票に記載がない場合も歯科医師の立場て尋わ .・

0子市でに余裕あ るか
0子育てを相談する相手がいるか
O子育てを支震してくれる人が周りにいるか

●保育所 幼稚園での日頃の子ともの様子
O□頃の保護者と子ども●‐様子                ,夕 :ク トル可■●|
O子ともが捉,されるべきケアを受けているか

2 歯沐斗診察の手順と観察
手 順 観察するポイント

千

2

入室時の様子 C歩き方 子どもの表情 現子の様子に不自然な点はないか
あいさつ

願顔面 顔貌 □整機能の観診
0あいさつと同

'=に
 頭画の損傷

観察する

O子ども自身や衣開の清潔反
O手足の外ちの有無

骨格や預骨の偏位 臼唇開鎖 舌の動きや位置を
ネクレクトの可能性

与●[1,「待t¬十1:

3 頭8`の現診

饉垢ll着 1犬況の視診

萌出状況の視診

う蝕 要観察歯CO)の視診

口』鍼 相機の視診

○頭整の外傷性哨モ

O多量の歯垢付着

嬌等の有無 |ケ it■■●
'■
■

デンタリ́
'タ
ンクトの司正■

〇乳塾永久歯の萌出0理れ ネタ|ク トの可r●

○種■にう由が割 、重度のう蝕

0要七療いの放置
Fンタ しネグレク●CJ屹

=

●重度の自内炎

0口唇 歯内 小帝
し,ケ |ク のヽ

「
け

,F的虐
`1,■
tL舌 □腔粘l・ 口議のコ場

ン ●

4

5

6

7

8 その他の異常の視診 0口 ,[機能の発達の遅れ
=な
し
'か

0子どt虐待の兆候がないか



3口腔 霊顔面 頭頸部の診査 (P20● 22参照)
●多ユのξ垢沈

=
じ多数むにわたるう触

T二度の歯内炎

'由
 薔固肥織の担傷

口唇

fl顎顔 画

眼

耳

歯の外傷 説明つつかない歯蔵破折 歯根償打 贅色歯
歯の勁驚 歯め脱臼

歯内 舌  ユL粘腹 小帯 口薔の不自然な傷
顕曇部の損傷

眠の周 りのあざや出血点

勇

'=`の
損傷 (不慮の事故による損傷は少ない )

聞こえるめどうか

昴  昇骨骨折
菫  点tttn 妻状黛 (百を餃められた跡 ,
頭部 頭豊内の複数の晨薔やII―侵
不自然なあざ 皮下出血 菫色班 骨折

4 全身の診査 (P23参照)

=あ
ざ

=打
・Il傷

=火
傷 (た ばこ ァイ●ン 熟湯〕

■骨析

横ばい

あtヽさ 0ができな tヽ

おびえがある

`食行動の異常 (む さほり食い 過食 拒食 )
し朝こはんを■べない時がある

f食事やおやつのお F●|が決まっていない お |●●に甘いものが多い

6 保護者の様子 (P‖参照)
3電子健康手帳
婚剋状態

ll鮨出産 1青の l●況

手帳の発行状況

手にの記最サ況

■身体的虐待が疑われる部位

'日
常生活で損傷しやすい郎位

5 子どもの様子 (P6参照)
Э身長 体重がある時期から増加 していない
●身体や衣服が渭潔でない

し無表情 実わない 0ま りし,べらない
■親の顔色をうかがう ビクピクして(ヽる
こ親になつかない 親と別れても泣力'な い
0生活のリズムが不卿

●保護者の既往歴 (酒 菫物依存 ,さ療内科の受診 う■病手 )
●子どもへの機し方が不自然

=子
どもに対して拒香的

1育児 |「対する不安がある

|しつけに殿し|、 ひどくしかる

●子どもにきちんとしたR軍を与えていない
■経済的に,裕がない
,現と子の衣服のアン′ヽランス

●元気がない

C=t暴な言勁

G周囲に子育てを支援 してくれる人がいない
0子ともの琴数に対する配慮がない

●多動 落ちをさがない
〇歯を層いていない

した力にでもベタベタする

●●・ ●帰りたがらない

|,医療機関を点々としている

[,子 どもを異様に叱る 脅す たたく
,待台室てトラフルをおこす
●病限 スタンフヘの不満が多い
■宝症や贅傷漱況が説明できない

じ.●明が二転三転する

「

受診までの時間経過が長い

(i子どもの病状 診断 説明に関心がない
う再診を望まない

う午●ンセルが,い

☆気になる点があれば保育所 幼稚園健診でま担当者に伝えて下さい
☆診療所の場合は市区町村の子青て支援課等に連絡しましよう

。40●
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子どもの虐待とは保護者がその子どもに対して行つた 0身体的虐行 C性的慮待 Cネグレクト o心理的虐待
の4つの行為を言います (P3参照)0と 0ま歯ヽと閲係が深く 特にデンタルネグレクトの発見は 虐待を早い
段階であいていくうえて重要です。(P9参照)

J嗜唯 。中学生 (学校歯科健診、診療D
小学生は子ども虐待の件欺
の最も多い年齢です

(特に身体釣虐待が多t,

子どもに関する事項の確認 学l・面科健診の場合は担[ 贅式の先生に確認する

ここまでで「おや、何かおかしいなJという項目があれば
次の診査項ロヘ進んて下さい

●41●

区 分 確認ポイン ト 注意するボイン ト

一般事項 家躾精■ 出生順位
生活晏 t●

O子どもの姜育環境に注意

発育1状況

清 深 鷹

体重 身長の発育状況

身体や表服

`清
潔か

○極端な身体発育不良

○日頃の子どものII子はどうか

′ ゲレク

グ [′ ク

卜の■|●性

卜●可能性,

Of動発■の遅´
(オ神発■のW´

′ クレク ｀

^'「
:性

運動発達

精神発達

正常な沖動発F
精神発達をしているか

生活習慣 うLリ スクとなる
生活習役の有氣

●生活リスム (建床 就フ 食事や間食の時間)
0生活円侵 (食事の内容や食べ方 間食や飲み物の内容や摂取の状況
歯磨き 仕上げ磨きの習慣 フッ化物配合衝綸前のt■ ttl・況)ネ クレクトの■能性

子育て状況 斉児の負担感

育L不安
0子育てに,裕蒻 るか
O子育てを相談する相手がいるか
O子市でを支熙してくれる人が周り,いるカ

心配事の有無 O門診票にら3載がなt場合も歯卜医師の立場で尋ねろ

学校での様子 !刻 不登技傾向
忘れ物 電表状態

O子どもが提ttされるべ■ケアを受けてtヽるか
スク ′クト● J籠生

2 歯科診察の手1原と観察
手 順 観察するポイント

1 入室時の様子

あいさつ

顎顔面 顔貌 口腔機能の視診

O入室■の歩き方 子どもの表脩 待っている時のアどものIF子に
不自然な点

=な
いか

〇あいさつと同時に 顔面の担褐 骨格や顆書の偏位
□唇門鎖 舌の動きや位資を観景する            ,グ ●クトの可■性

0子ども自身や衣用の涌潔度                 ||=“ せ
`|●

可|●
`|

○手足の外傷の布無

2

３

一
４

頭部の視診

歯垢llな状況の視診 ′夕,,′ クレクト
'}可
に,

〇頭:'の外傷性脱毛 傷手の有無 ,ス」,き■●■に生

0多量の歯ヽ付署

５

一
６

萌出状況の視診

う蝕 要観察歯(CO)の視診

0永久歯萌出の遅れ

0種■
=う
蝕が熱 ヽ重度のう飩

0要た療虐の放巨 (経年的) 「
,タルネクレク

ネグレク 卜の可能ト

・ C●:能性

7 口』鍼 』繊の視診 0重度の歯内炎
0口唇 歯肉 小帯 舌 □腔結膜 口羞のII椰

デンタ,しスクレクトの可¨■

■年的さ待
'Ⅲ
■11

8 その他の異常の視診 O口
'そ

枝走の発達の遅れはないか

O子ども虐待の
'L●

・がないか



3口腔 顎顔面 頭頸部の診査 (P20コ 22参照)
●多量の歯垢洸著

●多数歯にわたるう触

,重度の歯
^炎

「 歯 歯周相職の担傷
的の外傷  単鴫のつかない白署破折 艤根観折 変色山

口唇

■鞭 面

眼

■

歯の動撮 歯の
'色匈肉 き 口腔魅■● 小帯 口葱の不自無な場

要販部の担傷

瞑●,周 り・・ あぎや出血点

耳荒「の損傷 (ネ慮の事故による:川島 =少
なし,

聞こえるかどうか

奏  
“`骨

l●

首  点1ヽ出血 彙駅痕 (首 を担められた跡 )
願部 顧口内の複数の慣傷や抜モロ
不自然なあざ 皮下出血 =色覇 骨 l■

4 全身の診査 (P23採 )
0あさ
OII戒0
●火傷 (オ げこ アイロン 熱湯 )
C骨折

5 子どもの様子 (P褥参照)
0身長 ■■がある時照から増加 していない
0身´や衣腱か消業でない
こ無表情 笙さなt' あまりし,べらない
r親の顔色をうかがう ビタビクしてtヽ名
■親になつかない

●生活のリズム●1不規則

■身体的崚待が疑われる部位

1 日常生活で損傷しやすい部位

`)猥

と子の衣服のアンアヽランス

じ象漱な学力・
●lE下

=歯
目さを1な しヽ がある

0家に帰 りたがらない
●適度な運動をしていなtヽ

■不登栓 遅刻 忘れものが多い
●服贅の乱れ

,乱曇な言動 行動
し元気がない

●R診時に自を麿いてスない

●贄設 社会性の殿著な欠如

●匡療機関を点々としている

●子ともを異様にtる 脅す オたく
●待合室 Fト ラフルをおこす

じ病院 スタッフヘの不満
“

ti

C,「 や受翻 人況が調胴できない
O説明が,颯三転,ろ
C受診までの時燭経過が長い

●子どもの病状 診断 説明に関心がない
0再診を望言ない
●キヤンセ

'|が
多tヽ

こ未払いが多い

談 (Itヽ

あいさつかできない

おびえがある

[食行動の異常 (むさ まり文い 過食 拒衰 ,
し明食を食べない時がある

●良■や問■の
',問
が決まっていない おやつ |「言いもの●1多い

多勁 落ち看 さかない

6 保護者の様子 (P‖参照)
,保護考の既往雁
(酒 薬1,依存 心軍内ヽの受診 うつ痛等 )
●子どもへの接 し方が不自然

●子どもに対 して,略||
●爾児に対する不安がある

:Lつけに厳 しい て,どく t´かろ

^子 ともにきちんとした食事を与えて
いない

●経済I10にま裕かない

=子
どもの事故に対 する配慮がない

●同巴に子育 てを■ヨ してくれる人がいない

●子どもをかわいくないとW気ていう
0′餃証がない

☆気に
`る
点があれば学校歯科健診ては学初期へ伝えて下さい

★診療所の場合は市区町村の子育て支援課等に連経しましょう

71う01塙
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ね澤 元美 (菫橋市保腱所ことも保健里 植師 )
城  義政 (鍵知県医師含 理準 )
奸井 t二 (里知県ll康福社部健康対策課 主任専門自)
風重まゆみ (曇知県教育委員会健康学習課 橋薄主■ )
中垣 晴男 優 知学院大学歯学部口腔衡生学講座 教授)
暴尾 正崇 (広最大学大学院医歯藁学毬合研究科 餃捜 )
原田 和久 (饉知県町村会 設楽町町民鋼長 )
平井みどり (新場保健所健康支援課 主任主査〕
廣油 定子 価 量保健所健康支援課 課長)
福田  理 (愛知学腱大学歯学部小児糎科学講座 教授 )
渡辺 浩志 (愛知県健康福社部児■家庭謀 課長補佐 )
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